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○
新
緑
の
野
に
燦
爛
と
陽
を
浴
び

て
遊
ん
で
い
た
白
鶏
が
、野
面
に

流
れ
わ
た
る
「ア
メ
リ
カ
ン
・
パ

ト
ロ
ー
ル
」
の
明
る
い
メ
ロ
デ
イ

に
驚
い
て
、
鶏
舎
に
逃
げ
帰
る

と
、
「
な
ん
だ
ろ
…
…
…
…
。
」

い
ぶ
か
し
げ
に
外
を
の
ぞ
い
た
農
家

の
人
々
の
耳
に
「
区
民
の
皆
様
、

こ
ち
ら
は
移
動
図
書
館
き
ぼ

う
号
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
本
を
読

み
た
い
方
は
ど
う
ぞ
…
…
…
、
と

車
の
屋
根
に
取
付
け
ら
れ
た
二
基

の
ス
ピ
カ
ー
が
呼
び
か
け
る
。

○
こ
れ
は
、移
動
図
書
館
と
し
て

す
べ
て
の
整
備
を
お
わ
り
、十
四

日
か
ら
区
内
巡
回
を
開
始
し
た
「

き
ぼ
う
号
」
の
初
姿
で
あ
る
。

○
こ
の
日
は
、は
じ
め
て
の
こ
と

で
も
あ
り
別
項
(
四
頁
)
の
よ
う

な
当
初
の
計
画
を
、実
際
の
面
で

ど
う
生
か
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
問

題
と
、果
た
し
て
ど
の
位
の
利
用

者
が
あ
り
、ど
う
い
つ
た
方
面
の

図
書
が
多
く
好
ま
れ
る
か
と
い
う

実
験
的
な
含
み
も
あ
つ
た
た
め
、

文
芸
、娯
楽
、ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他

全
般
に
わ
た
り
、平
均
に
本
を
持

つ
て
い
つ
た
が
、
「き
ぼ
う
号
」

が
駐
車
す
る
と
、写
真
の
よ
う

に
、ど
こ
で
も
百
名
近
く
の
人
が

集
つ
ま
り
　
一
出
張
所
五
十
冊
の

貸
出
制
限
数
で
は
足
り
な
い
ほ
ど

の
人
気
が
あ
つ
ま
つ
た

。

○
こ
の
結
果
、次
回
か
ら
は
、当

日
集
ま
つ
た
人
々
の
輿
論
を
調
査

集
計
の
上
、適
宜
な
処
置
を
と
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
な
つ
た

が
と
も
あ
れ
ク
リ
ー
ム
色
の
車
体

に
、
真
赤
な
「
き
ぼ
う
」
の
字
を

浮
か
べ
て
、
緑
の
農
村
地
帯
を
疾

駆
す
る
移
動
図
書
館
の
姿
が
、
そ

の
ま
ま
、
区
民
の
永
い
間
持
つ
て

い
た
「
き
ぼ
う
」
に
通
じ
た
こ
と

は
、
間
違
い
が
な
さ
そ
う
で
あ
つ

た
。
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日
本
独
立
に
際
し
て

足
立
区
長
　
大

山

雅

二

昭
和
二
十
七

年
四
月
二
十

八
日
、こ
の

日
は
私
ど
も

と
申
し
ま
す

よ
り
日
本
歴

史
か
ら
み
て

将
来
の
日
本

国
民
が
永
久

に
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
又

思
い
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
嬉
し
い

旦
つ
厳
粛
な

日
で
あ
り
ま

す
。

今
日
ま
で
日
本
再
健
の
た
め
、

忍
耐
と
努
力
に
全
精
力
を
傾
け
ら

れ
た
区
民
の
皆
様
に
深
甚
な
敬
意

と
謝
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
特

に
物
心
両
面
の
傷
手
に
抗
し
な
が

ら
苦
斗
せ
ら
れ
た
遺
家
族
及
び
留

守
家
族
の
方
々
の
姿
と
心
情
を
想

起
し
感
激
と
同
時
に
深
い
責
任
を

感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
こ
こ
に
日
本
の
独

立
を
迎
え
、
喜
ぶ
と
同
時
に
深
く

過
去
を
反
省
し
、
将
来
に
対
す
る

覚
悟
を
新
ら
た
に
す
る
と
と
も
に

従
来
に
倍
し
懸
命
の
努
力
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

私
ど
も
は
、
今
後
、
自
立
日
本
と

し
て
世
界
に
伍
し
て
行
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
形
式
の
上
で
は
永
い

間
の
暗
雲
が
晴
れ
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
り
ま
す
が
、
実
質
的
に
は

快
晴
に
は
ま
だ
ま
だ
ほ
ど
遠
い
幾

多
の
重
大
な
問
題
が
、
解
決
乃
至

は
建
設
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
態
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
た
め
に
は
良
心
と
責
任
を

も
つ
て
、
一
つ
一
つ
を
一
人
一
人

の
足
も
と
か
か
ら
着
実
に
成
し
逐

げ
、
ひ
い
て
は
国
民
全
体
の
強
力

な
力
に
よ
つ
て
名
実
と
も
に
世
界

の
一
員
た
る
新
日
本
を
建
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

講
和
条
約
発
効
に
際
し
、
親
愛

な
る
区
民
の
皆
様
の
御
健
斗
と
御

協
力
を
更
に
お
願
し
て
止
ま
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す
。

訂

正

五
月
一
日
発
行
の
本
紙
号
数
五
九

号
と
あ
り
ま
し
た
の
は
、五
七
号

の
誤
り
に
つ
き
訂
正
致
し
ま
す
。

正
副
議
長
改
選
さ
る

新
関
、
岡
本
両
氏
が
当
選

第
四
回
区
議
会
(
臨
時
会
)
で

本
年
第
四
回
足
立
区
議
会
臨
時
会

は
去
る
五
月
十
日
区
議
事
堂
で
開

会
、別
項
の
議
案
に
よ
り
審
議
を

行
つ
た
。

一
、
足
立
区
納
税
貯
蓄
組
合
補
助

金
交
付
条
例
の
改
正

納
税
貯
蓄
組
合
に
対
す
る
区
の

補
助
金
は
従
来
三
十
人
以
上
の

組
合
に
交
付
し
て
き
た
が
、今

回
の
改
正
に
よ
り
二
十
人
以
上

の
組
合
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
。

二
、
足
立
区
臨
時
出
納
検
査
立
会

人
の
選
任

近
く
行
な
わ
れ
る
区
の
臨
時
出

納
検
査
の
立
会
人
と
し
て
、
議

員
の
中
か
ら
次
の
五
氏
を
互
選

し
た
。

矢
萩
三
保
三
氏

日
比
谷
竹
次
郞
氏

竹

内

源

七

氏

佐
野
善
次
郞
氏

新
井
竜
祐
氏

三
、
足
立
区
議
会
議
長
の
選
挙

四
、
足
立
区
議
会
副
議
長
の
選
挙

五
、
足
立
区
監
査
委
員
選
任
の
同

意六
、
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

以
上
の
役
員
に
つ
い
て
は
次
の
よ

う
に
決
定
し
た

議

長

梅
田
町
三
八
三
番
地

新
関

正
応
氏

副

議

長

千
住
曙
町
四
一
番
地

岡
本
祐
海
氏

監

査
委

員

干
住
竜
田
町
三
三
番
地

淸
水
宗
忠
氏

競
馬
議
会
議
員

千
住
寿
町
八
二
番
地

遠
峰

富
次
氏

七
、
足
立
区
議
会
常
任
委
員
の
選

任
各
種
常
任
委
員
会
の
新
委
員
が

次
の
通
り
決
定
し
た
。

○
総
務
委
員
会

淸
水
宗
忠
、
中
山
元
一
、
臼
倉
滝
藏
、

田
幡
義
雄
、
片
岡
巖
、
永
井

一
己
、
大
石
ア
ヤ
メ
、
小
川
寅
一

阿
出
川
信
孝
、
鈴
木
銀
藏
、
鯨
岡

兵
輔
、
鈴
木
仲
二

○
財
務
委
員
会

淸
水
宗
忠
、
宮
入
五
郞
、
淸
水
丑

政
、
大
神
田
貞
英
、
遠
峯
富
次
、

島
崎
正
治
郞
、
高
野
内
善
喜
、
藤

来
勇
、
大
川
正
一
、
鯨
岡
兵
輔
、

小
林
政
子
、
佐
野
善
次
郞

○
厚
生
委
員
会

江
口
兵
藏
、
丹
下
登
、
佐
々
木
和

佐
之
助
、
宮
川
平
五
郞
、
浅
古
幸

藏
、
片
岡
巖
、
大
石
ア
ヤ
メ
、
栄

山

一

衛

、
浦

林
光

春
、

藤
原

忠

志

江

川

長
吉

、
大

川

正
一

○
教
育
委
員
会

江
口
兵
藏
、
永
田
う
め
志
、
佐
々

木
和
佐
之
助
、
矢
萩
三
保
三
、
小

林
三
四
郞
、
新
井
竜
祐
、
荒
井
甚

兵
衛
、
遠
峯
富
次
、
藤
来
勇
、
藤

原
忠
志
、江
川
長
吉
、佐
野
善
次
郞

○
経
済
委
員
会

永
田
う
め
志
、矢
萩
三
保
三
、田
幡

義
雄
、小
林
三
四
郞
、野
口
五
郞

平
、
丸
岡
光
一
郞
、
日
比
谷
竹

次
郞
、
永
井
一
己
、
栄
山
一
衛
、

荒
井
甚
兵
衛
、
阿
出
川
信
孝
、
岡

田
淸

○
土
木
委
員
会

中
山
元
一
、
宮
入
五
郞
、
宮
川
平

五
郞
、
野
口
五
郞
平
、
丸
岡
光
一

郞
、
大
神
田
貞
英
、
竹
内
源
七
、

野
沢
冬
藏
、
浦
林
光
春
、
高
野
内

善
喜
、
岡
田
淸
、
鈴
木
仲
二

○
建
築
委
員
会

丹
下
登
、
臼
倉
滝
藏
、
浅
古
幸
藏

淸
水
丑
政
、
日
比
谷
竹
次
郞
、
小

川
寅
一
、
新
井
竜
祐
、
竹
内
源
七

野
沢
冬
藏
、
島
崎
正
治
郞
、
鈴
木

銀
藏
、
小
林
政
子

○
運
営
委
員
会

宮
入
五
郞
、
田
幡
義
雄
、
片
岡
巖

永
井
一
己
、
遠
峯
富
次
、
島
崎
正

治
郞
、
鈴
木
銀
藏

就
任
に
あ
た
り
て

足
立
区
議
会
議
長
　
新
關
正
應

講
和
条
約
の
発
効

に
伴
い
、
い
よ
い
よ

日
本
も
独
立
国
と
し

て
新
発
足
す
る
に
至

り
ま
し
た
こ
と
は
、

誠
に
御
同
慶
の
至
り

に
存
じ
ま
す
。

今
回
区
議
会
の
役

員
選
挙
に
よ
つ
て
、

不
肖
図
ら
ず
も
区
議
会
議
長
の
重

責
を
荷
負
う
こ
と
に
相
成
り
ま
し

た
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才
で
あ
り

ま
す
が
、
区
政
の
伸
張
と
地
方
自

治
の
確
立
の
た
め
微
力
な
が
ら
努

力
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

各
位
の
御
指
導
と
御
鞭
韃
を
伏
し

て
お
願
申
上
げ
ま
す
。
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予
算
は
ど
う
使
わ
れ
る
か

教
育
、産
業
経
済
の
振
興
に
重
点

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、去

る
三
月
二
十
九
日
の
区
議
会
で
、

昭
和
二
十
七
年
度
足
立
区
当
初
予

算
と
し
て
一
般
会
計
分
三
億
二
千

三
百
五
十
二
万
円
余
、質
屋
事
業

会
計
分
二
千
四
百
五
十
九
万
円
余

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、今
回

は
こ
の
主
な
る
点
に
つ
い
て
説
明

致
し
ま
す
。

現
在
、特
別
区
の
財
政
制
度
は

周
知
の
通
り
地
方
税
法
等
に
よ
つ

て
極
め
て
窮
屈
な
自
主
性
の
な
い

状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、当

区
の
本
年
度
当
初
予
算
は
、こ
の

無
理
な
財
政
事
情
と
、少
な
い
財

源
な
が
ら
も
、区
の
特
殊
性
を
お

り
こ
み
、最
も
有
効
適
切
な
事
務

事
業
の
執
行
を
目
的
と
し
て
、一

般
会
計
に
お
い
て
は
特
に
学
校
教

育
の
振
興
及
び
区
民
文
化
の
向
上

を
は
か
る
た
め
の
社
会
教
育
施
設

の
充
実
並
ら
び
に
産
業
経
済
の
振

興
施
策
等
に
重
点
を
置
き
、道
路

橋
梁
の
復
旧
等
の
土
木
事
業
、福
祉

対
策
等
の
民
生
事
業
は
、
都
の

事
業
執
行
と
関
連
を
も
た
せ
つ
つ

こ
れ
に
区
独
自
の
施
策
を
も
り
入

れ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
と
と
も
に
本
年
度
か
ら
、

従
来
都
営
で
あ
つ
た
公
益
質
屋
が

区
に
移
管
に
な
つ
た
の
で
、
こ
の

事
業
の
特
質
か
ら
み
て
、
新
し
く

質
屋
事
業
金
計
を
設
置
し
ま
し
た

次
に
こ
の
歳
出
面
に
お
け
る
主
な

る
も
の
で
は

(
1
)
区
役
所
関
係

職
員
人
件
費
、
一
般
事
務
費
、
戸

籍
事
務
費
、
出
張
所
経
費
及
び
職

員
共
済
組
合
に
対
す
る
補
助
金
等

(
2
)
教
育
関
係

本
年
か
ら
新
設
の
区
立
幼
雅
園

費
、
中
、
小
学
校
図
書
室
の
新
設

十
六
校
、
P
T
A
会
費
の
軽
減
措

置
と
し
て
中
、
小
学
校
一
般
経
営

費
の
増
額
、
学
校
視
覚
教
育
強
化

の
た
め
映
写
器
購
入
三
台
、
養
護

学
園
、
臨
海
学
園
の
充
実
等
に
要

す
る
経
費

(
3
)
社
会
教
育
関
係

移
動
図
書
館
「
き
ぼ
う
号
」
の
開

設

、
既
設
の
千
住
梅
島
両
図
書
館

の
充
実
及
び
成
人
学
校
、
教
育
講

座

、
文
化
祭
等
の
一
般
教
養
、
視

覚
教
育
、
青
少
年
補
導
等
の
文
化

教
養
費
並
ら
び
に
体
育
振
興
の
た

め
の
諸
経
費

(
4
)
産
業
経
済
関
係

か
ね
て
か
ら
区
民
の
宿
望
で
あ
つ

た
産
業
会
館
建
設
と
こ
れ
に
伴
う

記
念
事
業
と
し
て
区
内
優
良
製
品

展
示
会
、各
種
講
演
、映
画
会
等

の
経
費
、農
業
生
産
の
向
上
を
図

る
た
め
水
陸
稲
、小
麦
、苗
代
及

び
街
路
樹
等
の
病
害
虫
防
除
費
等

の
農
産
対
策
費

(
5
)
土
木
費

道
路
橋
梁
維
持
修
繕
費
、児
童
遊

園
の
増
設
そ
の
他
河
川
、公
園
、街

路
灯
等
の
維
持
管
理
費

(
6
)
そ
の
他

本
年
七
月
実
施
の
住
民
登
録
の
調

査
事
務
費
、消
防
団
経
費
等

質
屋
事
業
会
計

従
来
都
営
で
や
つ
て
い
た
千
住
、

西
新
井
公
益
質
屋
が
四
月
一
日
か

ら
区
営
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
う
経

営
費
、
業
務
費

以
上
を
賄
う
主
な
財
源
と
し
て
は

特
別
区
民
税
、
自
転
車
税
、
荷
車

税
、
犬
税
等
の
区
独
立
税
と
教

育
、
産
業
経
済
、
民
生
事
業
等
の

各
事
業
に
対
す
る
都
か
ら
の
交
付

金
　
補
助
金
、
財
政
交
付
金
、
使

用
料
、
手
数
料
、
特
別
区
競
馬
益

金
、
そ
の
他
雑
収
入
等
で
あ
り
ま

す
。

憲
法
施
行
記
念
日
に

区
で
徳
行
者
功
労
者
を
表
彰

区
で
は
去
る
五
月
三
日
、
講
和
発

効
と
憲
法
施
行
五
周
年
を
紀
念
し

て
、
午
前
十
時
か
ら
千
寿
第
三
小

学
校
に
区
内
の
徳
行
者
及
び
功
労

者
七
〇
名
を
招
き
、
表
彰
式
を
行

つ
た
。

当
日
の
受
彰
者
は
次
の
通
り
。

△
「
社
会
事
業
功
労
者
」
鯨
岡
兵

衛
△
鴨
下
栄
吉
△
「
区
財
政
寄
与

功
労
者
」
佐
藤
卯
三
郞
△
「
教
育

功
労
者
」
小
原
重
△
塩
谷
伴
造
△

村
木
寿
△
渡
部
健
夫
△
間
瀨
富
士

雄
△
村
木
安
次
△
「
統
計
調
査
功

労
者
」
藤
原
貫
一
△
村
山
与
一
郞

△
增
田
育
也
△
市
村
貢
△
「
灌
漑

用
水
功
労
者
」
浅
香
伊
右
衛
門
△

下
島
亀
太
郞
△
千
ヶ
崎
嘉
助
△
矢

萩
三
保
三
△
「
農
業
功
労
者
」
淸

水
亀
治
郞
△
皆
吉
進
△
「
徳
行
者

」
岸
善
次
郞
△
吉
山
潔
△
小
林
竹

次
郞
△
「
自
治
功
労
者
」
木
島
秋

三
△
「
徳
行
者
」
岡
村
幸
子
△
林

邦
夫
△
姫
野
み
ゆ
き
△
山
川
幸
雄

△
杉
山
一
夫
△
刀
根
沙
代
子
△
「

工
業
技
術
功
労
者
」
田
中
政
道
△

「
工
業
従
業
員
永
年
勤
続
者
」
豊

田
鉄
吉
△
中
川
秋
次
郞
△
長
塚
金

四
郞
△
矢
部
彌
太
郞
島
崎
竹
次
郞

△
田
代
力
藏
△
渡
辺
タ
ケ
△
長
山

秋
次
郞
△
深
山
祐
三
郞
△
佐
藤
進

△
小
川
宗
平
△
赤
坂
え
つ
△
中
坂

啓
次
郞
△
山
田
光
治
△
大
木
由
太
郞

△
滝
田
六
郞
△
大
場
源
太
郞
△

平
井
武
藏
△
「
商
業
従
業
員
永
年
勤

続
者
」
松
下
栄
熊
△
菱
善
三
郞

△
五
十
嵐
正
三
△
永
井
栄
三
△
五

十
嵐
政
治
△
藤
崎
正
信
△
伊
藤
利
平

△
太
田
実
△
西
田
昭
平
△
川
田

千
勝
△
内
田
芳
雄
△
苅
谷
秀
雄
△

滝
沢
タ
イ
△
新
藤
幸
助
△
靑
木
孝

△
髙
橋
タ
カ
△
那
倉
德
次
郞
△
永
瀨

昭
造
△
藤
代
弘
△
松
本
美
知
子

△
菱
沼
保
二
△
日
比
谷
豊
実

東
淵
江
小
で
母
親
学
校

六
三
制
の
実
施
に
伴
い
、
著
し
い

改
革
を
み
た
教
育
方
法
の
た
め
、

学
校
と
家
庭
の
児
童
教
育
が
ま
ち

ま
ち
に
な
り
、
学
校
で
は
自
主
性

を
強
め
る
よ
う
教
え
ら
れ
る
の
に

家
庭
で
は
依
然
、
む
か
し
の
ま
ま

の
教
育
方
法
が
と
ら
れ
、児
童
の
判

断
を
苦
し
め
て
い
る
よ
う
な
傾

向
が
、作
文
そ
の
他
を
通
じ
て
み

ら
れ
た
の
で
、学
校
と
家
庭
の
連

絡
を
円
滑
に
し
、
新
ら
し
い
教
育

方
法
に
つ
い
て
、
最
も
児
童
に
近

い
母
親
の
理
解
を
得
る
た
め
、
東

淵
江
小
学
校
で
は
去
る
五
月
十
日

か
ら
母
親
学
校
を
開
設
、
今
後
毎

週
土
曜
日
ご
と
、
一
年
間
位
続
け

て
ゆ
く
こ
と
に
な
つ
た
。

区
議
会
日
誌

〔
教
育
委
員
会
〕

五
月
十
九
日
開
会
(
一
)
区
立
第

八
中
学
校
分
校
敷
地
に
つ
い
て
南
宮

城
町
二
八
〇
番
地
先
を
候
補
地

と
し
て
決
定
し
た
。
(
二
)
区
立

第
十
六
中
学
校
々
地
に
つ
い
て
は

第
十
六
中
学
校
々
地
と
せ
ず
単
に

学
校
々
地
と
し
て
千
住
五
丁
目
二

〇
番
地
先
を
候
補
地
と
し
て
決
定

し
た
。
(
三
)
東
淵
江
小
学
校
改

増
築
請
願
書
に
つ
い
て
は
一
応
改

築
に
止
め
第
十
二
中
学
校
と
の
交

替
に
つ
い
て
地
元
の
意
見
を
き
い

た
上
、研
究
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。(
四
)
梅
島
第
二
小
学
校
増

築
請
願
書
に
つ
い
て
は
予
算
確
定

ま
で
保
留
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

〔土
木
委
員
会
〕

五
月
九
日
開
会
(
一
)
西
新
井
橋

架
橋
促
進
に
つ
い
て
は
江
北
橋
架

橋
と
二
本
建
を
も
つ
て
請
願
す
る

こ
と
に
決
定
。
(
二
)
所
管
事
項

報
告
に
つ
い
て
(
イ
)
工
事
費
の

一
部
寄
附
(
本
本
町
一
の
二
四
三

江
原
幸
雄
-
一
万
円
、本
木
町
二

ノ
一
、八
四
〇
瀨
田
平
作
、本
木

町
二
ノ
一
、五
二
一
丸
山
四
平
-

三
万
七
千
九
百
円…
側
溝
設
置
、

下
沼
田
婦
人
会
代
表
高
田
た
か
-

一
万
円
…
児
童
遊
園
地
敷
地
埋
立

)
を
受
領
し
た
。

戸
籍
、税
務
、経
済
の

区
民
綜
合
相
談

平
日
で
も
民
生
課
で

受
付
け
ま
す
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…
出
張
所
で
本
が
借
り
ら
れ
る
…

き
ぼ
う
号
の
図
書
貸
出
要
領

移
動
図
書
館
「
き
ぼ
う
」
号
は

…
区
立
図
書
館
を
利
用
す
る
に
は

不
便
な
地
域
に
居
住
し
て
い
る

区
民
の
た
め
に
、
図
書
の
利
用

を
図
り
区
民
の
教
養
、
調
査
、

研
究
等
に
資
す
る
を
目
的
と
す

る
…
…
…
…

た
て
ま
え
で
購
入
し
た
も
の
だ

が
、
積
載
図
書
の
整
理
等
準
備
期

間
中
に
、
ラ
ジ
オ
カ
ー
と
し
て
移

動
図
書
館
よ
り
一
足
先
に
区
民
に

馴
染
ん
で
し
ま
つ
た
よ
う
な
感
さ

え
あ
つ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
図
書

の
整
理
、
貸
出
手
続
の
事
務
操

作
、
駐
車
場
、
巡
回
コ
ー
ス
等
の

準
備
が
完
了
し
た
の
で
、
愈
々
「

動
く
図
書
館
」
と
し
て
五
月
十
四

日
か
ら
別
項
に
よ
り
活
動
を
開
始

し
た
。

「
図
書
貸
出
」

1.足
立
区
内
に
住
居
し
て
い
る
も

の
に
限
り
貸
出
す
、

2
.
図
書
を
貸
り
よ
う
と
す
る
者
は

居
住
地
の
出
張
所
か
ら
閲
覧
券

の
交
付
を
受
け
駐
車
の
際
係
員

に
貸
出
申
込
を
す
る
。

3
.
図
書
の
貸
出
期
間
は
当
分
の
間

一
週
間
と
し
一
人
一
冊
を
貸
出

す
。

4
.
図
書
の
貸
出
は
無
料

5
.
図
書
を
借
受
け
た
者
が
住
所
、

氏
名
を
変
更
し
た
と
き
又
は
本

人
及
び
同
居
者
が
伝
染
性
疾
患

に
罹
つ
た
と
き
は
直
ら
に
出
張

所
に
届
出
る
こ
と
。

5
.
図
書
を
紛
失
又
は
著
し
く
汚
損

し
た
者
は
現
品
又
は
時
価
相
当

価
格
を
弁
償
す
る
こ
と
。

「
巡
回
日
及
び
コ
ー
ス
」

1
.
巡
回
は
A
コ
ー
ス
B
コ
ー
ス
を

一
週
間
お
き
の
水
曜
日
に
行
う
。

○
A

コ

ー

ス

出
張
所
名
　
　
　
駐
車
場
　
　
　
　
　
閲
覧
貸
出
予
定
時
間

第
十
二
出
張
所
　
出
張
所
前
　
　
　
　
　
午
前
九
時
二
十
分
-
十
時

〃
　
　
分
室
　
　
新
田
下
町
昭
和
湯
前
　
〃
　
十
時
二
十
分
-
十
一
時

第
十
三
出
張
所
　
出
張
所
前
　
　
　
　
　
〃
　
十
一
時
二
十
分
　
十
二
時

第
九
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
十
二
時
二
十
分
-
一
時

第
十
五
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
-
二
時
四
十
分

第
十
四
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
三
時
-
三
時
四
十
分

第
八
　
〃

本
木
三
丁
目
巡
査
派

出
所
裏

〃
　
四
時
十
分
-
四
時
五
十
分

○
B

コ
ー

ス

第
十
九
出
張
所
　
出
張
所
前
　
　
　
　
　
午
前
九
時
二
十
分
-
十
時

第
十
八
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
十
時
二
十
分
-
十
一
時

第
十
七
〃
　
　
　

〃
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

十
一
時
二
十
分
-
午
後

十
二
時
十
分

第
十
六
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
二
十
分
　
二
時

第
十
一
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
二
時
二
十
分
　
三
時

片
親
児
童
慰
安
会

父
親
や
母
親
の
ど
ち
ら
か
を
亡
く

し
た
片
親
児
童
を
慰
め
よ
う
と
、

五
月
十
四
日
午
後
一
時
か
ら
、
普

賢
寺
婦
人
会
主
催
の
片
親
児
童
慰

安
会
が
開
か
れ
、
三
十
七
名
の
片

親
児
童
に
、
童
話
や
紙
芝
居
の
あ

と
、
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
が
贈
ら
れ

た
。

犬
の
登
録
!
!狂

犬
予
防
の
た
め
に
も

本
年
の
狂
犬
病
発
生
件
数
は
予
防
注

射
、
野
犬
捕
獲
等
の
予
防
対
策
強

化
に
よ
つ
て
、
戦
後
最
低
の
十

三
題
を
数
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

が
、
例
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
激
増
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
都

衛
生
局
で
は
五
月
二
十
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
を
狂
犬
予
防
週
間
と

し
て
、
狂
犬
病
予
防
の
強
化
を
計

る
と
と
も
に
飼
主
の
注
意
を
促
が

す
こ
と
に
な
つ
た
。

な
お
予
防
対
策
を
た
て
る
上
に

必
要
な
畜
犬
の
登
録
は
、
五
月
二

十
三
日
か
ら
六
月
五
日
ま
で
、区

役
所
の
各
出
張
所
で
実
施
し
ま
す

か
ら
飼
主
は
必
ら
ず
届
出
て
下
さ

い
。

初 め て の 区立幼稚園
関屋町三三番地に設置

去
る
五
月
一
日
、
区
内
に
は
じ

め
て
の
区
立
幼
稚
園
が
、
千
住

関
屋
町
三
三
番
地
に
開
園
し

た
。
こ
の
幼
稚
園
は
附
近
に
保

育
園
も
な
く
、
加
え
て
地
元

の
要
望
も
あ
つ

た
の
で
、
区
が
関

屋
公
国
に
隣
接
す

る
千
寿
第
八
小
学

校
の
一
部
を
利
用

し
て
つ
く
つ
た
も

の
で
、
公
園
、
学

校
と
条
件
の
揃
つ

た
、
幼
稚
園
と
し

て
は
全
く
う
つ
て

つ
け
の
場
所
に
建

て
ら
れ
て
い
る
。

現
在
(
五
、
一
五
)
一
二
一
名
の

園
児
が
、
そ
れ
ぞ
れ
桃
、
百
合
、

菊
の
三
組
に
わ
か
れ
、
砂
場
や

教
室
で
ト
ン
ネ
ル
遊
び
、
色
紙

細
工
な
ど
に
、
先
生
を
転
手
古

舞
さ
せ
る
ほ
ど
元
気
に
打
興
じ

て
い
る
が
、
入
園
後
十
五
日
位

し
か
経
つ
て
い
な
い
と
は
思
え

ぬ
ほ
ど
、
幼
稚
園
に
馴
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
小
学
校
の
校
庭
の

一
隅
に
可
愛
ら
し
く
茶
色
の
柵

で
区
切
ら
れ
た
囲
い
の
中
、
涼

し
そ
う
な
藤
棚
の
下
で
泣
い
た

り
、
笑
つ
た
り
、
喧
嘩
し
た
り
。

今
の
所
、
午
前
九
時
か
ら
お
昼
ま

で
だ
が
、
も
つ
と
園
児
が

幼
稚
園
の
生
活
環
境
に
な
れ
て

く
れ
ば
、
お
弁
当
の
時
間
も
あ
る
午

後
二
時
ま
で
、
士
曜
日
が

お
昼
帰
り
に
な
る
。
と
も
あ
れ

区
が
試
み
た
初
の
区
立
幼
稚

園
、
先
生
、
父
兄
の
総
評
で
は

非
常
に
よ
い
と
の
こ
と
、
設
置

の
効
果

は
案
外
早
く
訪
れ
て
き

そ
う
で
あ
る


